










(l) (2)の 「イライ」はいわゆる名詞であるが， 「山」 ， r机」のように， それだけで独立で
きる実賀名洞ほど自立した概念を持たない名詞である。1tに(1)のようにり多飾賄を伴う形で
名詞句として，（ 2 ）のように 「 ［名洞］ ＋イライ」という形で全体が間洞句として用いられ
ることで， その意：味を補充する。その前接する名詞には，（2）の 「入社」 や，（4)の「l}[l店」
といった述動性 (2) を持つものもあれば，（5) (6) の「結婚， 非式」 のように， 巡動性が
繹であるが， 始点から終点まで含めて捉えることができるものもある。





また，（3）のように， 修帥節を受ける従屈節であり， 「［勁開の辿用形］ ＋イライ」 という
形で， 接続助洞(lりに用いられている用法もある。
以上の使い方を見ると， 「イライ」 自体がどのような機能， また構文的·意味的にどのよ
うな特徴を持つかなどを明確にする必要があると思われる。本秘では，（3) のような従属
節の用法を中心に考察していく。また， 時IIIJ従屈節． つまり「アト 」， 「カラ 」 （「シテカラ」
の形で埋由を表す従屈節と区別されている）などの一系列においては， 「イラ化がどのよう
に位骰付けられるかということも明らかにする。
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2 先行研究
「 イライ」の主な先行研究には， 金(1991)とグル ー プ・ジャマシイ(1998)がある。
金(1991)では， 「イライ」については， 主に従属節， 主節， 構文の意味上の特徴から説明
されている。 まず， 従屈節に見られる特徴としては． 「起点を示す 「年・月・日」などの数
飼を伴う」こと， 「形容動詞・形容詞には接続しない」こと，「存在動洞である 「ある， いる」
や， 第四稲の動詞である「似る． 甜える， 優れる」などの類に接統する例は見られない」こ
と， 「主に「瞬間動詞」に接統する」 こと．「継続動詞に接続する例はまれである」 こと， を
挙げている。 それに対して， 主節に見られる特徴としては，「主節の事態は時間の幅を背兼
にして行なわれる」 こと， 「主節の事態は「既然」に限られる」ことを挙げている。 また，
構文の意味上の特徴としては，「従屈節S 1の事態の終点と主節S 2の起点は同じところに
あり， 「～て以来」によって「時の流れの幅」が示されている」ことが挙げられる。
また， グループ・ジャマシイ(1998)は， 「 イライ J について，「過去にある出来事が起こっ
てから， ずっと今に至るまでという意味を表す。近い過去については用いられない」と述べ
ている。
しかし， グル ー プ・ジャマシイ(1998)の 「過去にある出来事が起こってから， ずっと今に
至るまでという意味を表す」では， 次の (7) のような例は説明できない。
(7) 彼は留学を決めてイライ， 彿日英会話教室に通っている。
(7)の 「毎日英会話教室に通っている」 ことは， 今に至るまでとは限らず， 未来も示すこと
ができる。 つまり，（7）は 「ずっと今に至るまで」といった記述に疑問を生じる例である。
これをいかに説明したらよいのか， また「イライ」自体にはどのような意味と機能があるの





(8) それを見て以来， ナナは， 父の ことは意識の外に追い出した。（出途）
(8)のように．rシテ」形が前接し， 前件がまるごと完了した事態として捉えられる。 また，
前件の 「それを見て」のみを取り出してみると，「イライ」の表す意味が不明になると思わ
れる。 このことから， 前件は外側から 「 イライ」の表す意味を補充しなければならないと言
える。 このように， 前件と 「イライ」との関係を見ると， その間には辿体修飾の関係がある
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と思われる。 こ のよ うな連体修併 の関係は， 寺村(1977)のいわゆる「外の関係jである。
このように， 「外の関係」 を表すので， 「イライ 」 そのものにも一定の意味特性があると号に
える。 こ のことは， 寺村(1978) の名詞性を判定するテストからも考察できる。
まず， 「コレハ（ガ）～ダ」を， 「イライ」 に用いることができるかどうかを見る。
(9)＊これは／が1イライだ。
(9)のように使用できないことから，「イライ 」 には自立した概念がない名詞であると言える。




という理由を直接さしている。 だが， 「コレ」と共起する「イライ」 の後件は， 「ソレ」もし
くは 「アいと共起するより近い時間に起きたことになる。 このように，「コレ」 を用いると，
後件は発話時までの継続している時間帯が短くなり， 近い過去に起きた車態を表すことにな
る。 つ まり， 「コレ」と 「 イライ」が相容れないことから， グループ・ ジャマシイ(1998)で







(12) -(16) ((13)は(1)を再掲）において，「ガJ 「二」 「ヲ」「デ」 がつかないことから， 「イラ
イ」は， 実質名開ほど自由に格助詞がつ くことはできないと言える。
このように見てくると， 「イライ」 は名祠性をかなり失っていると言える。
以上， 前件の構文的条件， 辿体修飾の仕方， 名詞性の観点から見ると， 「イライ」は一定
の意味を持つが， 実質名詞ではなく文法的にかなり接続助詞化された名詞であると言える。















(21)のように， 迎酋JJ動詞の 「 シテ 」 形のみが前接できる。 このことから， 前件は完了した事
態をまるごと表していると言える。
このように， 陥態動詞が前接できず． 迎動動詞が前接できることから．「イライ」に前接












(22)のように， 実現した事態を表す「シタ 」 形と「シテイル」形を用いることがでさること
から．「イライ」 の後件は実現した事態であることを示唆している。 このことは，（23)-(25)
のように， 実現していない， または実現するかどうかはまだ明確になっていない事態を表す
表現は後件に来ないことからも示されている。 ただし． その実現は， 次の(26)のように， 未
来においても線く場合，「スル」形を川いることもありうる。
(26) 戦争が終ってイライ， 亡くなった人々のための追悼式が毎年行われる。
(26)は， 終戦してから， 亡くなった人々のための追悼式が発話時まで1屈年行われており， こ
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(28) それらの三人の姿のうしろに， 自分が日本に来て以来， 探し求めていたフェレイラ
師の面があった。（沈黙）
(27) (28)は， 1時間の流れに沿って， 前件が先で， 後件が後であることを表す。 この場合， 前
件と後件は単なる時10JI関係を表すに過ぎない。
(29) 百合沢に下絵を見せに行って， 突っばねられて以来， 屎碗会に応森してみようとい
う気力も失わせていた。（扉）
(30) いつかi麟してi帰ってきたおやじを， 兄が足蹴にして半殺しのようにして以来， お
やじは兄に気がねして家の中では酒を飲まなくなった。（硲栢）
(29) (30)は， 前件が後件で述べる事態の原因・理由であることを表す。 この場合， 前件と後
件はく原因ー結果〉という1関係をもつ。
つまり， 前件と後件の意味関係には，（27) (28)のように， 単なる時lIIl関係を表すものもあ
れば，（29) (30)のように， それに加えて， 前件を原因とする結果が後件であることを表すも
のもある。




(31) 彼はデピュ ー してイライ，1111を自分で創作している。
(32) 彼はデビュ ーしてイライ， 曲を自分で創作するようになった。
(31)の後件の 「 IUIを自分で創作している」ことは， デピューしてから話し手の発話時までは
継釦している事態として捉えられていることである。 また，（32)の「IUIを自分で創作するよ
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うになった」は， 曲を自分で創作するようになった時点からも創作しつづけるので， 継続し
ていることであると思われる。 (31) (32)は， ともに前件の事態が起こった時点から後件の事
態が始まっており， しかもずっと続いている， という意味を表す。 このこどから，「イライ」
の槻能を考えると， 「イライ」には， 後件の事態が．n1/件の完了した時点から始まり， しか
も持続していることを提示する拗きがあると言える。
8 「アト」と「カラ」との比較
「アト」と 「 力乞の 「イライ」との関述を述べた主な研究には， 久野 (1973) がある。久
野 (1973) では，「アト」については， 「 S 1（節者注ー前件）が起きた後 S 2（紐者注ー後件）が
起きることを表わすもっとも無色の構文である。 「以来」の意味にも用いられ得る」 として
いる。 また， 「カラ」については， 「 s ]の主語の意図的計匝によって， S2が（物理的ある
いは心理的に）S 1 の直後に起きることを表わす。 「以来」 の意味にも用いられ得る」とし
ている。 いずれも， 「アト 」 とrカラ」を中心に説明し， 意味的に 「イライj との関巡を述
ぺたものであるが，「アト」と 「カラ」との相述は明確に説明されていない。 以下では， 形
式の四き換えにより，「アト」と 「カラ」と 「イライ」 との異同を考察する。
まず，rアト」， 「カラ」 ，「イライ」が互いに爵き換えられる場合を見る。
(33) ロン酒田は退役したあと1退役してカラ／退役してイライ1， 日本人向けのシュ ー
ティング・ツアー 客を扱う射隙会社を経営していた。（虎）
(34) 三十五歳で係長になってから 1なったアト／なってイライI, 十三年のIII]，I司じポ
ストに居座っている。（女社長）
(35) 夏に 0 村で別れて以来 1別れたアト／別れてカラ1, 4癸等はもう一度も顛を合せてい
なかった。（草の花）
(33) の 「退役した」の時点は，「日本人向けのシュ ー ティング・ ツアー客を扱う射漿会社」
を経営する開始時であり， それからずっと経営していることになっている。 つまり， 前件の
表す時点が， それから長く絞いている後件の事態の始点である。 この楊合， 前件と後件の11ll
には偶然性がある。同じ説明は．（34) (35)にも与えられる。








態ではない。 同様に，（37) の 「私に紙きれに紺き込んだものを見せました」 もずっと続いて
いる事態ではない。 これらが 「イラ心に四き換えられないことから， 「イライ」の後件が
継続している事態でなければならないことが言える。但し，（38)(39) のように， 後件が糀絞
している事態であっても，「イライ」を用いることができない楊合もある。





(38) の 「四谷に移されたのをむしろ喜んでいた」 と (39) の「喜ぴが次第に拡がってきた」は
麟的に捉えられているが，その継続する期間は長くは親かないと思われる。このように， 「 イ
ライ」を使用できないことから，「イライ」 の後件は， 「アト」と 「カラ」 より， 時間幅が長
いと言える。




し， 慰め勅ろうとして集まったj という状態を祁く原困·理由となっていると思われる。 つ










(42)の 「木村敏夫が去った」ことは 「1J嘩は． 淋しい毎日を送っていた」 こと，（43)の「そ
の誤認に気がついた」ことは 「深洒をするようになった」ことの起因であると思われる。 い
ずれも，前件と後件には何らかの関辿性，契機性があることを表す。この楊合．「アト」と 「カ




た時間の前後関係を表す点で共通していると言える。但し， 「イライ 」 は， それに加えて後
件が糀続性を表す事態を求めることと，1ilJ件と後件の繋がりが強く現れることを表す点で，
rアト 」 と「カラ」 と区別されている。 つまり， 「アト」 と「カラ」はそのような制約がそ
れほど要求されず， 単に前件と後件が椛起した事実を述べるに過ぎない形式である。
9 まとめ
以上， 述べてきたことから， 「イライ」 は名詞性が稀薄であり、 接続助胴化される形式で
あると言える。 そして， 後件が前件の完了した時点から起こり． しかも維続していることを
提示する機能を持っている。
このような「イラもは， 時1111従属節の一系列における 「アト」 と 「カラ」に比べると，
いずれも前1件が先， 後件が後に起こる事態を表す点で共通している。 だが， 後件の捉え方に
対して． 「アト」と「カラ」 の場合は， 完成的， 継統的のいずれかであり， 「イライ」 の場合
は， 継続的である， という点で異なっている。 また， 同じく維絞的に捉えても， 「イライ」
の後件の示す時li!1幅は， 「アト 」 と 「 カラ」 より長いと思われる。 なお， 「イライ 」 は， 前件
の完了した時点が， 後件の始まりであることを意味しているため， 前件と後件のIHIに何らか
の関巡性，または論理的な繋がりがある，という読みが取れる。それに対して，「アト」と 「 カ
ラ」 は， 単なる二つの事態の前後関係を表し， そのような繋がりは明確には現れない。
く注＞
(1) 用例採梨の際に． 用いた現代小説の地の文と会話文における行数の割合は2: lであり． 用例の
割合は2 : lであった。 この数字から． 地の文と会話文が同じ比率であり．「イライ」は， 話し酋
梨的にも許き酋業的にも使用できると酋える。
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